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器 74 医薬品注入器 

一般医療機器 手動式圧注入調節装置 13100001 

かるひえ加圧バッグ 

再使用禁止 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【形状、構造及び原理等】 

固定ベルト

フック ABS( ) 加圧バッグ
ポリウレタン( )

フィルム

ホース
天然ゴム( )

カバー
ポリウレタン( )

三方活栓

送気手動ポンプ

1

0
.

8

0
.

6

0
.

4

0
.

2

0

面ファスナー
（ナイロンファスナー)

ホースジョイント
PVC( )

ホース
PVC( )

加圧計

 

【使用目的又は効果】 

輸液用ソフトバッグに外から一定圧を加えることによって、輸

液の滴下を調整するバッグをいう。圧力は、手動（ハンドポン

プ）で発生させる。 

 

【使用方法等】 

1.本品を広げて輸液をフックに掛け、カバーで輸液容器を被い

ベルトで固定する。 

2.三方活栓のコックを送気できるように切り替え（図１）、圧力

計で圧を確認しながら送気手動ポンプで加圧する。 

3.送気手動ポンプで繰り返し送気し、圧力計の針が４０ｋＰａ

まで加圧する。 

 

4.三方活栓のハンドルを回し、図２のように合わせ、圧力を保

持する。 

5.輸液が押し出され、容器が平らになったら、三方活栓のハン

ドルを回し、図３のように合わせ、脱気した後に輸液の容器を

取り出す。 
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推奨設定圧力：40kPa(300mmHg) 

最大設定圧力：40kPa(300mmHg) 

 

【使用上の注意】 

1. 本品に損傷又は異常がある場合には使用しないこと。 

2. 輸液の容器は均一の圧がかかるように、装てんスペースに

装着すること。 

3. 40kPa の圧力でも輸液を押し出せないときは、本品の使用を

中止すること。 

4.  セットする輸液については、流出量に注意して使用するこ

と。 

5. 輸液の投与にともない圧力が低下するため、必要に応じ加

圧を行うこと。 

6. 複数の輸液を同時に入れて使用しないこと。 

7. バッグへの加圧時、圧力ゲージの値を確認しながら加圧を

行うこと。 

8. 加圧後、三方活栓のハンドルを送気のままで使用すると、

徐々に圧力が低下するため、圧力維持にすること。 

9. 取り扱いに習熟した者以外は本品を取り扱わないこと。 

【禁忌・禁止】 

使用方法 

1. 再使用禁止。［本品は単回使用医療機器であり、再使用

による機能低下のおそれがある。］ 

2. 送気球以外の方法（電動ポンプ、施設内配管等）で加圧

を行わないこと。［急激な加圧により、袋の破裂など破損の

おそれがある。］ 

3. 40kPa(300mmHg）を超える加圧を行わないこと。［過剰な

加圧により、製品機能の低下及び破損のおそれがある。］ 

 



10. 本品を輸液投与目的以外にて使用しないこと。 

11. 使用後は適切な方法にて廃棄すること。 

 

重要な基本的注意 

1. 取り扱いに習熟した者以外は本品を取り扱わないこと。 

2. 使用後は適切な方法にて廃棄すること。 

 

【保管方法及び有効期間等】 

直射日光及び火気を避け、湿気の少ない清潔な場所

に保管すること。 

滅菌の使用期限（保証期限）は 3 年（自己認証 

による）、使用期限は、ラベルに記載。 

 

【製造販売業者及び製造業者の氏名又は名称等】 

製造販売元  

大衛株式会社 

             TEL.06－6921－7373 


